
船舶事故等調査報告書 

平成２２年９月３０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０神第６３号 

事故等種類 運航不能（機関損傷） 

発生日時 平成２２年１月１４日 ０５時５５分ごろ 

発生場所 シンガポール港のパイロットステーション付近 

（概位 北緯０１°１１.３′ 東経１０３°３９.０′） 

事故等調査の経過  平成２２年４月１９日、本インシデントの調査を担当する主管調査官（神

戸事務所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

ＬＰＧ運搬船 第二十一日
ひ

吉
よし

丸、９９８トン 

１３５３２６、日吉海運有限会社 

 乗組員等に関する情報 船長、一級海技士（航海） 

機関長、四級海技士（機関） 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 事故等の経過  本船は、平成２２年１月１４日０５時５０分（現地時刻、以下同じ。）、

シンガポール港に入港してパイロットステーションで待機し、０５時５５

分、パイロットボートが見えたので、主機を始動したところ、始動しなか

った。 

本船は、パイロットの手配で来援したタグボートにえい
．．

航されて安全な

海域に投錨したのち、主機の修理作業を行い、同日０９時５５分、着桟を

予定していた桟橋に着いた。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、無風、視界 良好 

海象：穏やか 

 その他の事項  主機の始動弁が、６シリンダ中２シリンダ分、固着して作動不能となっ

ており、船内で保管していた予備品と取り替えられた。 

主機は、始動空気による自己逆転式機関で、燃料油にはＣ重油が使用さ

れ、運転時間は年間約５,０００時間であった。 

主機始動弁の定期的な開放整備は、ドックからドックまでの約１年間隔

で行われていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

なし 

あり 

なし 

 本船は、シンガポール港のパイロットステーショ

ンで待機中、始動弁が固着して主機が始動不能とな

ったものと考えられる。 

主機の始動弁は、内部の弁棒やブッシュが汚損し

て固着した可能性があると考えられる。 

原因 本インシデントは、本船が、シンガポール港のパイロットステーション

で待機中、主機始動弁が固着したため、主機が始動不能となったことによ

り発生したものと考えられる。 



 




